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原発事故と福島をめぐる覚え書き 
 




2011 年 3 月 11 日の東日本大震災とそれにともなう福島の原発事故から 2 年余りが経った。
この前後から現在にかけて、見聞きし経験したことや考えたことを、この場をお借りして書き











2013 年 4 月 29・30 日の両日、福島県の南相馬市と浪江町を訪れた。 








南相馬市の B 先生が運営するこの学習塾は、震災前には 100 人以上の生徒がいたが、原発事
                                                          
1 ニュース専修 2013 年 4 月号に掲載された拙稿「原発事故と復興のはざまで―福島県相馬市・南相馬市訪
問記」（以下 URL 参照： 
http://www.senshu-u.ac.jp/library/00_spdata/koho/nsweb/pdf/1304/nsweb_2013_04_008.pdf）も併せて
ご一読いただければ幸いである。 
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故でほとんどの生徒が避難してしまった。B 先生は一度は塾の閉鎖を決め、トラック 4 台分の
教材を処分した。しかし K 君という教え子に「自分は B 先生の下で勉強して大学に行きたい」
と言われ、また教材を購入し直し、採算を度外視して貯金を取り崩しながら、一人の教え子の
















 最初に相馬市と南相馬市を訪れた 2013 年 2 月の経験を元に、ニュース専修 4 月号に「原発
事故と復興のはざまで―福島県相馬市・南相馬市訪問記」と題した一文を寄稿した。この記事
を読んでくださった、お子さんが石巻専修大学に通う W さんから、原発事故後の大変な体験や








                                                          
2 テレビ朝日・テレメンタリー2013「“3.11”を忘れない 心の隙間を埋めて～南相馬の学習塾から～」
～2013 年 4 月 15 日放送～（以下 URL 参照：http://www.tv-asahi.co.jp/telementary/） 


























































































































































































時 5 マイクロシーベルト以上を記録した。 























































 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災直後から、福島原発が危険な事態に陥ったことがメディア
で報道されるようになった。と言っても、その報道は、NHK のニュース 7 における東京大学
の関村直人教授のような、いわゆる「原子力ムラ」の学者たちを出演させての「安全・安心」
を強調するもので、それが信用できないことは、チェルノブイリ等で起こったことをよく知っ




















                                                          
3 この衝撃的な映像は、「国民に不安を与える」という理由からかその後大手メディアでは「封印」されて
しまったが、今も Youtube 等の動画サイトでは見ることができる。 
4 以下 URL 参照： 
http://www.natureasia.com/ja-jp/nature/specials/contents/earthquake/id/nature-comment-121511 
5 注 9 の早野龍五氏による Twitter 上の発言参照。 







く万一の事態を想定して、ぎりぎりまで松江にとどまった。2011 年度は外国語第 1 部会長をつ
とめることになっていたこともあり、大学で新年度の学事・業務が始まり、学部教授会・外国
語第 1 部会等が開催された 4 月の初めには神奈川の自宅に戻ることにした。 
 
２．３．事故直後の 2011 年 3 月に起こっていたこと 
インターネット等で情報を収集する中で、リアルタイムよりは少しタイムラグはあったもの
の、さまざまなことがわかってきた。 
まだ大手メディアが「安全・安心報道」一色だった事故直後の 3 月 13 日、広河隆一氏・森
住卓氏・豊田直巳氏等のジャーナリストのグループが、双葉町など、原発のすぐ近くで取材を










ちょうどこの 3 月 15 日に東京（台東区）で採取された空気中の放射性物質の測定をした京
大原子炉研助教の小出裕章氏は、その濃度の高さに驚いたという。原発事故やそれによって放
                                                          
6 Youtube 動画「【福島原発】放射能による内部被ばくを警告〜緊急現地報告」参照（以下 URL）： 
http://www.youtube.com/watch?v=auzDIQHuhPs 
7 東京都安全センター「大気中の放射線量/1 日単位の測定結果（新宿）」参照（以下 URL）： 
http://monitoring.tokyo-eiken.go.jp/mp_shinjuku_air_data_1day.html 
 なお、私が避難の判断をしたのは、3 号機爆発の映像を見たことがきっかけであったが、15 日に首都圏
を襲った放射能雲（プルーム）は、2 号機由来のものと言われている。しかし 2 号機建屋内があまりの高
線量のためいまだに人が入れないこともあり、具体的にどのような事象が起こったのかは依然として明ら
かになっていない。 



















                                                          
8 15 日に台東区で採取された空気の小出氏による分析結果については、「3 月 15 日東京を襲った『見えな
い雲』」参照（以下 URL）： 
http://www.page.sannet.ne.jp/stopthemonju/home/11.3.25tokyomienaikumo.pdf 
9 以下 URL（「東京大学理学系研究科・早野龍五教授の Twitter 回答を編集したもの ミラー」）参照： 
http://matome.naver.jp/odai/2129998418247170501 
以下に Twitter 上のやり取りの一部を引用する： 
Q. 20km 以上離れれば安全ということですが、外気に触れないというのは、東京でも同様でしょうか。 






10 『第 53 回環境放射能調査研究成果論文抄録集』（平成 23 年 12 月 文部科学省 科学技術・学術政策局 原
子力安全課防災環境対策室）参照（以下 URL）：http://www.kankyo-hoshano.go.jp/08/ers_lib/ers_abs53.pdf 
このデータを見ると、静岡県では 3 月 15 日に空間放射線量の上昇が見られるのに対し、愛知県では変化が
見られない。 
 併せて、2012 年 3 月 11 日（日）夜 10 時放送 NHK ETV 特集「ネットワークでつくる放射能汚染地図
5 埋もれた初期被ばくを追え」（以下 URL）参照：http://www.nhk.or.jp/etv21c/file/2012/0311.html 
11 東京都安全センター「大気中の放射線量/1 日単位の測定結果（新宿）」参照（以下 URL）： 
http://monitoring.tokyo-eiken.go.jp/mp_shinjuku_air_data_1day.html 
12 注 8 の小出氏による分析結果、および注 10 の NHK ETV 特集「ネットワークでつくる放射能汚染地図
5 埋もれた初期被ばくを追え」参照。 






















上述のように 3 月 15 日に首都圏を襲った放射能雲は、首都圏を通過して行ったのであるが、




                                                          
13 東京では、放射性降下物のデータが 2011 年 8 月以降ずっと不検出（ND）となっていることでこれが確
認できる。「都内の降下物（塵や雨）の放射能調査結果」参照（以下 URL）： 
http://monitoring.tokyo-eiken.go.jp/monitoring/f-past_data.html 
ただし降雨時の ND の基準を 50 ベクレル／m2と通常より高く設定しているのは、「降雨時には放射性降下
物の値が上昇するが健康には影響ない」という、後で述べる誤った認識に基づくものであり、正当な根拠
がないことには注意が必要である。 
14 3 月 15 日に北から南への風に乗った放射能雲が首都圏を襲ったが、同日中に南東から北西への風に変わ
り、降水によって飯舘村など原発の北西方面に今日まで続く汚染が生じた。なお、首都圏でも千葉県柏市
等現在も放射線量が比較的高い地域があるのは、3 月 21、22 日の放射能雲の飛来と降雨によって生じた汚
染が主な原因である。 













なお、3 月 21、22 日の両日を中心に、放射性ヨウ素とセシウムだけでなく、半減期の短い
さまざまな放射性核種の降下があった結果、合計二十数万ベクレル／m2 という、「放射線管理
区域」に指定されるレベルをはるかに超える量の放射性降下物が検出されたことが、カナダ大使
館（東京都港区赤坂）敷地内で 3 月 23 日に採取された土壌の分析結果から確認されている。17 




道があった。2011 年 7 月 1 日付千葉日報記事「劣化ウラン保管施設も延焼 コスモ石油のガスタンク火災


















17 ”Study: Fukushima fallout at Canadian embassy in Tokyo was 225,000 Bq/m² — Far in excess of 












タが明らかとなった今となっては明白に誤っていると言える。3 月 21 日から 23 日にかけて東
























 また早野氏は一時期、「3 月 15 日以降東京で放射性物質の大量降下はない」という内容の発信もしてお
り、筆者が東京都（新宿区百人町）における 3 月 21、22 日の放射性降下物測定データを示して Twitter
上でその誤りを指摘した経緯もあった。 
18 以下 URL 参照：http://www.kantei.go.jp/saigai/20110321ame.html 
19 注 16 の「都内の降下物（塵や雨）の放射能調査結果」参照。 
























                                                          
20 東京都立大において行われた森住卓氏写真展「イラク・湾岸戦争の子どもたち」については、「◆写真展












































25 2004 年に当時の経産省の若手官僚が作成した文書「19 兆円の請求書」（URL:  
http://kakujoho.net/rokkasho/19chou040317.pdf）も参照。この文書をめぐる動きに関しては、共同通信
【日本を創る（原発と国家）】第 3 部「電力改革の攻防」Vol.3『試運転直前のクーデター（「19 兆円の請求
書」頓挫した官僚の決起）』（URL: http://www.47news.jp/47topics/tsukuru/article/post_31.html）、およ
び朝日新聞『（プロメテウスの罠）原発維持せよ：8 「19 兆円の請求書」』（URL:  
http://www.asahi.com/shimen/articles/TKY201304200448.html）参照。 
26 なお、鎌仲ひとみ監督の最新映画「小さき声のカノン」（仮題）が、2014 年の公開を目指して現在製作
中である。以下 URL 参照：http://kamanaka.com/works/ 































                                                          
27 このメディア・リテラシーの問題については、ノーム・チョムスキー氏のメディア論を取り上げた拙稿
「ノーム・チョムスキー―その言語理論と政治思想をめぐって」の『3．チョムスキーの政治思想』参照。 












ついて」専修自然科学紀要，第 44 号，pp.1-19, 2013 




年報，第 42 号，pp.153-177, 2012. 







NO DU ヒロシマ・プロジェクト／ICBUW，嘉指 信雄 他編『ウラン兵器なき世界をめざして
―ICBUW の挑戦』合同出版，2008． 
Taira, Tomoyuki & Yukio Hatoyama. 2011. “Nuclear energy: Nationalize the Fukushima 
Daiichi atomic plant,” Nature Volume 480, pp.313–314 (URL:  
http://www.nature.com/nature/journal/v480/n7377/full/480313a.html). 
                                                          
28 注の 15 で述べたコスモ石油火災に関する「デマ」が、本当に「デマ」なのか、という健全な懐疑も、
情報を選別し判断するメディア・リテラシーと、それまでの科学的知識や思考の積み重ねによって生まれ
てくるものである。 
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Zhang, Weihua, Judah Friese, and Kurt Ungar. 2013. ”Study: Fukushima fallout at 
Canadian embassy in Tokyo was 225,000 Bq/m² — Far in excess of limit set for 
radiation control zones,” Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry, Volume 
296, Issue 1, pp. 69-73 (URL:  
http://enenews.com/study-fukushima-fallout-at-tokyo-embassy-was-225000-bqm%C2%
B2-exceeds-limit-set-for-radiation-control-zones). 
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